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はじめに

このガイドでは、Oracle Enterprise Managerを使用してOracle WebCenter Captureを管理する方法について説明します。これには、Oracle WebCenter Captureの起動および停止方法、主要なパフォーマンス・メトリックの監視方法、Captureシステムの構成方法、およびログ・ファイルの構成と表示方法が含まれます。


対象読者

このドキュメントは、Oracle WebCenter Captureのインストールおよび構成を行う管理者を対象としています。Oracle WebCenter Capture管理者は、キャプチャ・ユーザーおよびグループの作成、Oracle WebCenter Captureの問題の監視とトラブルシューティング、およびログ・ファイルの構成も担当します。


ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle WebCenter Captureドキュメント・セットで次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureの管理』


	
Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureの使用


	
Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Capture用のスクリプトの開発





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Captureシステム管理の概要


この章では、Oracle WebCenter Capture、ワークスペース、システム管理者ロールとユーザー・ロール、および標準的なシステム管理タスクの概要を含む、Oracle WebCenter Captureシステム管理の概要について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第1.1項「Oracle WebCenter Captureとワークスペースについて」


	
第1.2項「システム管理者ロールとユーザー・ロールについて」


	
第1.3項「システム管理者のタスク」






1.1 Oracle WebCenter Captureとワークスペースについて

Oracle WebCenter Captureは、プロセス指向のイメージング・アプリケーションやイメージ対応のエンタープライズ・アプリケーションを中心に、拡張性の高いドキュメント・キャプチャを提供します。集中環境および分散環境向けのWebインタフェースが用意されており、紙ドキュメントと電子ドキュメントのキャプチャ・プロセスを合理化できます。これは、完全にOracle WebCenter Content: ImagingおよびOracle WebCenter Contentと統合されており、非常に重要なビジネス・コンテンツをキャプチャ、保存、管理および取得できる1つのシステムを組織に提供します。

キャプチャ・ワークスペースは、特定の環境のメタデータ、構成プロファイルおよび物理データを集中管理する場所を提供する完全なキャプチャ・システムです。ワークスペース・マネージャは、自分にアクセス権が付与されているワークスペースを構成および管理し、自分のワークスペースに対する他のユーザーのアクセスを制御します。

Oracle WebCenter Captureでは、ワークスペース・マネージャがCapture全体で使用するワークスペースと要素を作成および管理できる、Oracle WebCenter Captureワークスペース・コンソールと呼ばれる中央の構成コンソールが提供されます。たとえば、ワークスペース・マネージャはコンソールでメタデータ・フィールド、選択リストおよびデータベース参照を作成し、それらをクライアント・プロファイルやプロセッサ・ジョブなど、Capture内の複数の領域で使用できます。

Captureクライアントは、ナレッジ・ワーカーや本番ユーザーが、スキャナまたはユーザーのシステムからインポートされたドキュメント・ファイルを使用してバッチを作成するためのエンドユーザー・アプリケーションです。このクライアントは、ドキュメントの索引付け(メタデータ値の適用)にも使用します。

ワークスペースとその使用方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureのマネージング』のキャプチャ・ワークスペースの概要に関する項を参照してください。






1.2 システム管理者ロールとユーザー・ロールについて

Captureでは、それぞれ異なるアクセス権と権限を持つ、次のユーザー・ロールと管理者ロールが提供されます。

	
システム管理者は、高レベルのCapture環境を構成、管理および監視できます。システム管理者は通常、次のタスクを担当します。

	
Oracle WebCenter Captureのインストール


	
Captureの構成


	
キャプチャ・ユーザーおよびグループの作成


	
LDAPドメイン・ユーザーの様々なキャプチャ・アプリケーション・ロール(CaptureUser、CaptureWorkspaceManagerおよびCaptureWorkspaceViewer)への割当て


	
Captureに関する問題の監視とトラブルシューティング





	
キャプチャ・ワークスペース・マネージャは、自ら作成したワークスペースと、アクセス権を持つワークスペースを制御できます。ワークスペースの追加、編集、コピーおよび削除が可能です。キャプチャ・ワークスペースの管理については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureのマネージング』を参照してください。システム管理者がワークスペースにアクセスするには、その管理者がワークスペース管理者グループに割り当てられている必要があります。


	
キャプチャ・ワークスペース参照者は、アクセス権を持つワークスペースへの読取り専用アクセスが可能です。たとえば、サポート担当者がトラブルシューティングを行う際にクライアント・プロファイルやプロセッサ・ジョブなどのワークスペース構成を確認できるよう、この権限を付与する場合があります。ワークスペース参照者はワークスペースを変更できません。


	
キャプチャ・ユーザーは、アクセス権を持つワークスペースへのクライアント・アクセスが可能です。ユーザーは、特定のクライアント・プロファイルにもアクセスできます。キャプチャ・ユーザーについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureの使用』を参照してください。クライアントへのアクセスを必要とするユーザーには、Oracle Enterprise ManagerのCaptureUserロールを付与する必要があります。


	
Captureコンポーネント内で使用するカスタマイズ・スクリプトを記述する開発者は、ワークスペース・マネージャ・ロールを付与されるか、ワークスペース・マネージャにスクリプトを提供し、それらのマネージャが、Captureコンポーネント内へのスクリプトのロード、参照およびテストを担当します。Capture用スクリプトの開発については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Captureのためのスクリプトの開発』を参照してください。




キャプチャ・ユーザーを作成し、それらのユーザーにロールを割り当てる方法の詳細は、第3.3項を参照してください。






1.3 システム管理者のタスク

次に、Oracle WebCenter Captureシステム環境の初期構成および監視手順のサマリーを示します。

	
『Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentのインストールと構成』の説明に従って、Oracle WebCenter Captureのインストールと初期構成を行います。

	
Enterprise Managerを使用して、システム設定を変更します。第3.2項を参照してください。


	
Enterprise Managerを使用して、LDAPユーザーおよびグループをキャプチャ・アプリケーション・ロールに割り当てます。第3.3.2項を参照してください。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、データベース選択リストおよびデータベース参照用のデータ・ソースを管理します。JDBCデータ・ソースの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理を参照してください。





	
WebサイトにSSLセキュリティを適用します。第3.3.4項を参照してください。


	
Capture環境を監視し、ログおよび監査ファイルを管理します。第4章を参照してください。












2 Captureの管理スタート・ガイド


この章では、Oracle WebCenter Captureの管理に必要な最初の手順について説明します。ここでは、Oracle Enterprise ManagerとOracle WebLogic Server管理コンソールを使用してキャプチャ機能にアクセスする方法などを紹介します。

この章には次の項が含まれます:

	
第2.1項「Captureの管理を開始するための最初の手順」


	
第2.2項「Enterprise Managerでのキャプチャ機能の起動」


	
第2.3項「WebLogic Serverコンソールでのキャプチャ機能の起動」


	
第2.4項「Oracle WebCenter Captureの起動と停止」


	
第2.5項「Oracle Enterprise Managerヘルプの使用」






2.1 Captureの管理を開始するための最初の手順

Captureをインストールおよび構成するユーザー・アカウントには、Oracle Enterprise ManagerからCaptureを管理するための完全な管理権限が付与されます。このシステム管理者は、システムへのアクセス権限を他のユーザーに付与できます。

Captureの管理には、次のツールを使用します。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して、システム設定の構成、Capture環境全体の監視およびセキュリティ・ロールの割当てを行います。詳細は、Enterprise Managerのドキュメントを参照してください。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用して、データベース参照用のデータベース接続の管理と、ユーザーおよびグループの管理を行います。詳細は、Oracle WebLogic Serverのマニュアルを参照してください。


	
コマンドライン・スクリプト・ツールのOracle WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、Oracle WebLogic Serverドメインの作成、管理および監視を行います。WLSTコマンドを使用すると、Captureパラメータの構成やログ・ファイルの確認などを行うことができます。WLSTの使用の詳細は、Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンスを参照してください。









2.2 Enterprise Managerでのキャプチャ機能の起動

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、Oracle WebCenterをインストールするときにデプロイされる、ブラウザベースの管理アプリケーションです。Oracle Enterprise Managerを使用すると、ファーム(Oracle WebCenterおよびOracle WebCenterアプリケーションを含むファームなど)を監視および管理できます。

Oracle Enterprise ManagerでOracle WebCenter Captureのページに移動する手順は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlのURLを入力します。このURLには、インストール中にOracle Enterprise Managerに割り当てられたホスト名とポート番号が含まれます。このURLの形式は次のとおりです。


http://hostname.domain:port/em


ポート番号はOracle WebLogic Serverの管理サーバーの番号です。デフォルトのポート番号は、7001です。


	
システム管理者のユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、ファームおよび「WebCenter」を開き、「コンテンツ」、「Capture」を選択した後、Captureサーバー・コンポーネントを選択します。

[image: domain-capture.gifの説明が続きます]



WebCenter Captureホームページが表示されます。

[image: capture-home.gifの説明が続きます]



	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、Captureサーバー・メニューを表示します。

[image: 「スケジューリング・サービス」メニュー。]



次の表に、このページで設定できるすべての構成パラメータを示します。


表2-1 Captureサーバー・メニューのオプション

	メニュー・オプション	説明
	
ホーム

	
Oracle WebCenter Captureホームページに移動する場合は、このオプションを使用します。第4.3項を参照してください。


	
監視

	
Oracle WebCenter Captureシステムの主要なメトリックを監視する場合は、このオプションを使用します。第4章を参照してください。


	
制御

	
サーバーにデプロイされているOracle WebCenter Captureアプリケーションを起動または停止する場合は、このオプションを使用します。第2.4項を参照してください。


	
ログ

	
ログを表示したり、ログ・レベルを制御する場合は、このオプションを使用します。第5章を参照してください。


	
構成

	
システム構成を変更したり、クライアント・バンドルを管理する場合は、このオプションを使用します。第3章を参照してください。


	
システムMBeanブラウザ

	
「システムMBeanブラウザ」は、ランタイムおよびアプリケーションによって定義された構成済のMBeanをすべてリストします。MBeanの属性にアクセスしたり、それらを操作する場合は、このオプションを使用します。第3.4項を参照してください。


	
一般情報

	
Oracle WebCenter Captureサーバーの基本情報を表示する場合は、このオプションを使用します。















2.3 WebLogic Serverコンソールでのキャプチャ機能の起動

Oracle WebLogic Server管理コンソールは、WebLogic Serverドメインの管理に使用するブラウザベースのユーザー・インタフェースです。管理サーバーがホストするこの管理コンソールはWebアプリケーションであるため、管理サーバーの管理対象サーバー・ホスト・アプリケーションへのネットワーク・アクセスが可能であれば、サポートされているどのWebブラウザからでもアクセスできます。

WebLogic ServerでOracle WebCenter Captureの機能に移動する手順は次のとおりです。

	
WebLogic ServerのURLを入力します。このURLには、インストール時にWebLogic Serverに割り当てられたホスト名とポート番号が含まれます。このURLの形式は次のとおりです。


http://hostname.domain:port/console


ポート番号はOracle WebLogic Serverの管理サーバーの番号です。デフォルトのポート番号は、7001です。


	
システム管理者のユーザー名とパスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。


	
ナビゲーション・ペインで、ファーム、「WebLogicドメイン」の順に開き、「capture_domain」コンポーネントを選択します。

Captureドメインのページが表示されます。

[image: wls-page.gifの説明が続きます]



	
WebLogic Server管理コンソールでは、次のことが可能です。

	
サーバー、クラスタ、仮想ホストおよびワーク・マネージャを含むCapture環境の管理。詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』を参照してください。


	
データベース参照用のデータベース接続の管理。データベース接続の管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』を参照してください。












2.4 Oracle WebCenter Captureの起動と停止

Oracle Enterprise ManagerからOracle WebCenter Captureを起動または停止する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
Oracle WebCenter Captureを起動または停止するには、「制御」を選択した後、「起動」または「停止」を選択します。









2.5 Oracle Enterprise Managerヘルプの使用

Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの使用中、Captureホームページのリソース・センターに表示されたリンクから、いつでも標準的なシステム管理タスクのヘルプを参照できます。

[image: resource-center.gifの説明が続きます]



リソース・センターで提供される情報のカテゴリは、次のとおりです。

	
開始する前に: Captureの概要や、Oracle Enterprise Managerを使用したCapture管理のスタート・ガイドを提供するトピックがリストされます。


	
標準的な管理者タスク: Captureの起動と停止、Captureの構成、Captureパフォーマンス・メトリックの表示、Captureログ・ファイルの構成と表示など、標準的な管理者タスクに関連するトピックがリストされます。


	
その他のリソース: 次のリンクが含まれます。

	
Oracle Technology NetworkのOracle WebCenter Capture


	
Oracle WebCenter Captureフォーラム















3 Captureの構成


この章では、Oracle WebCenter Capture管理者が使用できる構成オプションとそれらのオプションにアクセスする方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第3.1項「Oracle WebCenter Captureの構成の概要」


	
第3.2項「Enterprise ManagerでのCapture設定の管理」


	
第3.3項「ユーザーおよびセキュリティの管理」


	
第3.4項「Capture MBeanの参照」






3.1 Oracle WebCenter Captureの構成の概要

システム管理者は、Oracle Enterprise Managerの機能を使用して、次の作業を行います。

	
Captureシステム構成の変更。第3.2.1項を参照してください。


	
「パフォーマンス・サマリー」ページでのCaptureシステム全体の監視。第4.2.2項を参照してください。


	
Captureサーバーの起動と停止。第2.4項を参照してください。


	
ロギング・レベルの変更。第5.3項を参照してください。


	
ログの検索と表示。第5.2項を参照してください。


	
重要な問題に関する通知の受信と表示。電子メール・アカウントを構成して、バッチ処理でエラーが発生したときにエラー・メッセージを送信する方法の詳細は、第3.2項を参照してください。


	
クライアント・バンドルの管理。第3.2.2項を参照してください。


	
Capture MBeanの参照。第3.4項を参照してください。




デフォルトでは、エラー、警告および重要なアプリケーション・ライフサイクル・イベントがログに記録されます。段階的にログ・レベルを上げることによって、構成メッセージ、デバッグ・メッセージおよびトレース・メッセージをログに記録できます。ログ・ファイルの構成方法の詳細は、第5章を参照してください。






3.2 Enterprise ManagerでのCapture設定の管理

システム管理者は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの「システム構成」ページから、Captureシステムの構成を変更できます。システム管理者が「システム構成」ページから変更できる設定は、次のとおりです。

	
システム・プロパティ


	
インポート・プロセッサ設定


	
電子メール・ブロードキャストのSMTP設定






3.2.1 システム構成設定の変更

システム構成を変更する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
システム構成を表示するには、「Capture」メニューから「構成」→「システム構成」を選択します。「システム構成」ページが表示されます。

[image: system-config.gifの説明が続きます]



次の表に、このページで設定できるすべての構成パラメータを示します。





表3-1 システム構成パラメータ

	グループ	パラメータ	説明
	
システム・プロパティ

	
	
このグループには、バッチとクライアント・バンドルの構成設定が含まれています。


	
	
CaptureシステムID

	
Captureシステムの初期化時にGUIDが移入される一意の識別子です。ネットワーク上でCaptureシステムを一意に識別する値を入力します。

値: 任意の文字列(Capture_01など)。

デフォルト値: Capture_01


	
	
検索当たりの最大バッチ・アイテム数

	
1回の検索で返されるバッチの最大数を指定します。

値: 任意の整数(100など)。

デフォルト値: 100


	
	
クライアント・ワークステーションのキャッシュを維持する日数

	
キャッシュがクライアント・ワークステーションで保持される日数を指定します。バッチは、ロックされている場合は削除されません。バッチがキャッシュから削除されたときに警告は表示されません。

値: 任意の整数(3など)。

デフォルト値: 5


	
	
クライアント・バンドルのポーリング頻度(秒)

	
更新済クライアント・バンドルをチェックする頻度を指定します。秒単位で測定されます。

デフォルト値: 30


	
	
GDフォント・パス

	
Unixシステムの場合、Unixフォント・ディレクトリの場所を指定します。このパスは、PDFイメージ専用のエクスポート・ドライバが、PDFドキュメントのフォントをレンダリングするために使用します。


	
インポート・プロセッサ設定

	
	
このグループには、インポート・プロセッサの構成設定が含まれています。


	
	
新規ジョブまたは更新済ジョブをチェックする頻度(秒)

	
処理を必要とするインポート・ジョブをチェックするために内部タイマーが起動する頻度を指定します。秒単位で測定されます。

値: 任意の整数(60など)。

デフォルト値: 60


	
	
インポートHAトークン有効期限(分)

	
インポートHAトークンが有効な期間を指定します。分単位で測定されます。

値: 任意の整数(60など)。

デフォルト値: 5


	
電子メール・ブロードキャストのSMTP設定

	
	
このグループには、電子メール・アカウントを構成して、バッチ処理でエラーが発生したときにエラー・メッセージを送信するための設定が含まれています。


	
	
SMTPホスト

	
SMTPサーバー・ホストを指定します。

値: 任意の文字列(test.example.comなど)。


	
	
SMTPポート

	
SMTPサーバー・ポートを指定します。

値: 任意の有効なポート番号(80など)。


	
	
SMTPユーザーID

	
SMTPサーバーのユーザーIDを指定します。

値: 任意の文字列(TEST01など)。


	
	
SMTPパスワードの変更

	
SMTPパスワードの値を指定します。

値: 任意の文字列


	
	
SMTPパスワードの確認

	
新規SMTPパスワードを再度入力します。

値: 任意の文字列


	
	
SMTP SSL

	
SMTPサーバーでSSLセキュリティを使用する必要があるかどうかを指定します。


	
	
SMTP開始TLS

	
SMTPサーバーで開始TLSを使用する必要があるかどうかを指定します。


	
	
SMTPメッセージ送信元

	
SMTPメッセージの送信元フィールドの値を指定します。

値: 任意の文字列












3.2.2 クライアント・バンドルの管理

バンドルは、Captureクライアントによって使用されるモジュールです。システム管理者は、選択したバンドルを削除し、新規または更新済バンドルを検索した後、それらを適用することが必要な場合があります。

Oracle Enterprise Managerからクライアント・バンドルを管理する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
クライアント・バンドルを管理するには、「Capture」メニューから「構成」→「バンドル・マネージャ」を選択します。「バンドル・マネージャ」ページが表示されます。

[image: client_bundle_manage.gifの説明が続きます]



	
クライアント・バンドルを削除するには、インストールされているクライアント・バンドルのリストから、削除するクライアント・バンドルを選択し、「選択したバンドルの削除」をクリックします。


	
更新済クライアント・バンドルをスキャンおよびインストールするには、「クライアント・バンドルのスキャン」をクリックします。更新済クライアント・バンドルがインストールされます。




	
注意:

新規バンドルをインストールするには、バンドル・アーカイブを<ECM_HOME>/capture/clientbundlesディレクトリにコピーした後、「クライアント・バンドルのスキャン」をクリックします。










	
「適用」をクリックして、変更を保存します。変更を有効にするには、Captureサーバーの再起動が必要な場合があります。











3.3 ユーザーおよびセキュリティの管理

この項の内容は次のとおりです。

	
第3.3.1項「セキュリティおよびキャプチャ・ロールについて」


	
第3.3.2項「Oracle Enterprise Managerでのキャプチャ・ロールの割当て」


	
第3.3.3項「認証について」


	
第3.3.4項「SSLについて」






3.3.1 セキュリティおよびキャプチャ・ロールについて

Captureには、次のロールがあります。

	
システム管理者


	
キャプチャ・ワークスペース・マネージャ


	
キャプチャ・ワークスペース参照者


	
Captureクライアント・ユーザー






3.3.1.1 システム管理者

システム管理者は、Captureシステムの構成と管理を完全に制御できるスーパー・ユーザーです。このユーザーは、システムへのアクセス権限を他のユーザーに付与できます。システム管理者は、次のタスクを実行できます。

	
Enterprise Managerアプリケーションにアクセスして、システム・パラメータの構成、キャプチャ・ユーザーおよびグループへのロールの割当て、パフォーマンス・データの表示およびシステム・ログの管理を行います。


	
システムの更新を適用します。


	
ワークスペース・マネージャ・ロールを個々のユーザーまたはユーザー・グループに付与します。









3.3.1.2 キャプチャ・ワークスペース・マネージャ

ワークスペース・マネージャは、キャプチャ・ワークスペースの作成と、ワークスペース内のバッチに影響を与えるプロセス用のクライアント・プロファイルおよびバッチ処理ジョブの作成を行うことができます。また、ワークスペース・マネージャは、ワークスペース・マネージャ・ロール、ワークスペース参照者ロールまたはユーザー・ロールでワークスペースにアクセスするための権限を他のユーザーに付与します。






3.3.1.3 キャプチャ・ワークスペース参照者

ワークスペース参照者には、クライアント・プロファイルとプロセッサ・ジョブの構成の確認を目的とした、ワークスペースの読取り専用権限が付与されます。






3.3.1.4 Captureクライアント・ユーザー

Captureクライアント・ユーザーは、バッチ、バッチ・アイテム、ドキュメント、ページなど、バッチ関連のコンテンツをワークスペース内で作成できます。








3.3.2 Oracle Enterprise Managerでのキャプチャ・ロールの割当て

Oracle WebLogic Server管理コントロールでキャプチャ・ユーザーを作成した後、それらのユーザーにOracle Enterprise Managerでロールを割り当てることができます。

Oracle WebCenter Captureユーザーを作成する手順は次のとおりです。

	
第2.3項に記載されている手順を使用して、WebLogic Server管理コンソールにログインします。


	
「WebLogic Server」内の「capture_domain」に移動し、「セキュリティ・レルム」をクリックします。


	
「セキュリティ・レルムのサマリー」セクションの表で、統合LDAPと連携する組込みレルムの「myrealm」をクリックします。


	
「ユーザーとグループ」タブを選択した後、「ユーザー」サブタブを選択します。


	
「ユーザー」セクションで、「新規」をクリックして、「新しいユーザーの作成」セクションを表示します。


	
「名前」フィールドで、Workspace Managerなどの名前を指定します。


	
「パスワード」フィールドで、パスワードを指定します。


	
「パスワードの確認」フィールドで、パスワードを再度入力し、「OK」をクリックします。


	
手順4から8を実行して、別のユーザーを作成します。




Oracle Enterprise Managerで、LDAPユーザーおよびグループをキャプチャ・ロールに割り当てることができます。

ユーザーおよびグループにキャプチャ・ロールを割り当てる手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
「WebLogicドメイン」内の「capture_domain」に移動します。


	
「capture_domain」を右クリックし、「セキュリティ」→「アプリケーション・ロール」を選択します。「アプリケーション・ロール」ページが表示されます。

[image: capture-roles.gifの説明が続きます]



	
「アプリケーション・ストライプ」フィールドで、「capture」を選択した後、「アプリケーション・ロールの検索」アイコンをクリックして、キャプチャ・アプリケーション・ロールを表示します。


	
リストからロール(CaptureWorkspaceManagerなど)を選択し、「編集」をクリックします。選択したロールの「アプリケーション・ロールの編集」ページが表示されます。

[image: edit-role.gifの説明が続きます]



	
「アプリケーション・ロールの編集」ページの「メンバー」で、「追加」をクリックします。


	
「プリンシパルの追加」ダイアログ・ボックスで、選択したキャプチャ・ロールに追加するユーザーまたはグループを検索します。


	
「OK」をクリックして、選択したユーザーまたはグループを追加します。


	
選択したロールに、さらにユーザーまたはグループを追加する場合は、手順6から8を繰り返します。




	
注意:

ユーザーにCaptureWorkspaceManagerロールを付与すると、そのユーザーは、ワークスペース・コンソールへのサインイン、ワークスペースの作成、およびキャプチャ・ロールを割り当てられた他のLDAPユーザーへのキャプチャ・アクセス権の付与が可能になります。












	
注意:

CaptureWorkspaceManagerおよびCaptureUserロールを1人目のワークスペース・マネージャに割り当てて、Captureワークスペース・コンソールとCaptureクライアントにアクセスできるようにする必要があります。CaptureUserロールのメンバーのみがCaptureクライアントを使用できます。










	
「OK」をクリックします。


	
手順5から10を実行して、ユーザーおよびグループを他のキャプチャ・ロールに追加します。









3.3.3 認証について

認証はアプリケーション・サーバーによって処理されます。Captureのユーザー・ログイン、アクセスおよび認証は、Oracle WebLogic ServerおよびOracle Platform Security Services (OPSS)と統合されています。一度認証されると、ユーザーの権限は、アプリケーション・ロール・メンバーシップと、それらのユーザーが権限を付与されたワークスペースおよびCaptureリソースによって指定されます。Capture内では、ワークスペース・マネージャがアクセス権をユーザーまたはグループに付与します。たとえば、キャプチャ・ユーザー・ロールは、Oracle WebLogic Serverでキャプチャ・ユーザー・グループを割り当てられたユーザーに、Captureクライアントへのアクセス権を付与します。






3.3.4 SSLについて

Captureでは、クライアントとサーバー間のHTTPおよびHTTPSを使用した通信がサポートされます。組織のファイアウォールによる保護の外部からCaptureクライアントにアクセスする場合、HTTPS接続を要求するようアプリケーション・サーバーのWebコンテナを構成して、すべての機密情報が適切に保護されるようにする必要があります。SSLは管理対象サーバーに適用され、その範囲はクライアントとワークスペース・コンソールの両方に及びます。このため、SSLを使用するようサーバーを構成した場合、クライアントWebアプリケーションとワークスペース・コンソールWebアプリケーションの両方がその影響を受けます。Oracle Fusion MiddlewareでSSLを構成する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』を参照してください。








3.4 Capture MBeanの参照

MBeanと呼ばれるJava Management Beanは、管理アプリケーションがJavaアプリケーションを外部で構成および制御するための方法を定義する、さらに大きなJava Management eXtension (JMX)標準の一部です。Captureでは、インストール時に、ホスト・アプリケーション・サーバーのMBeanサーバーにMBeanが登録されます。これによって、他のアプリケーションでCaptureの構成データを操作できるようになります。これには、WebLogic Scripting Tool (WLST)やOracle Enterprise ManagerのMBeanブラウザなどがあります。



3.4.1 Capture MBeanの表示

Oracle Enterprise Managerを使用してサーバーのパフォーマンスを監視する場合、Enterprise ManagerのシステムMBeanブラウザを使用して、Oracle WebCenter Capture MBean値を表示することもできます。

システムMBeanブラウザを使用してCapture MBeanを表示する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
Capture MBeanを表示するには、「Capture」メニューから「システムMBeanブラウザ」を選択します。「システムMBeanブラウザ」ページが表示されます。


	
左側のナビゲーション・ペインで、「アプリケーション定義のMBean」の「oracle.capture」を開きます。該当するサーバーを選択します。


	
該当するサーバーを開きます。


	
選択したサーバー内のCaptureアプリケーションを開きます。


	
「構成」を開きます。


	
「構成」をクリックします。Capture MBeanのリストが右側のペインに表示されます。

[image: mbean-browser.gifの説明が続きます]





Capture MBeanは、Oracle Enterprise Managerの「システム構成」ページから構成できます。詳細は、第3.2項を参照してください。

また、WLSTを使用してCapture MBeanの設定を表示することもできます。WLSTを使用してCapture MBeanの設定を表示する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』を参照してください。











4 Captureの監視


この章では、監視の概要、Captureシステムのステータスの表示方法、Captureシステムのパフォーマンスの監視および監査方法、システム・メッセージの表示方法など、Captureシステムの監視について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第4.1項「Oracle WebCenter Captureの監視の概要」


	
第4.2項「Oracle WebCenter Captureの監視」


	
第4.3項「Oracle WebCenter Captureのステータスの表示」


	
第4.4項「Oracle WebCenter Captureの監査」


	
第4.5項「システム・メッセージの表示」






4.1 Oracle WebCenter Captureの監視の概要

Oracle Enterprise Managerを使用すると、Captureシステムのパフォーマンスを監視できます。提供される一連の主要なパフォーマンス・メトリックを使用して、様々なCaptureコンポーネントの状態の監視、プロセス・リクエストの監視、システム・パフォーマンスの監査およびシステム・メッセージの表示を行うことができます。






4.2 Oracle WebCenter Captureの監視

Captureシステムのパフォーマンス・メトリックは、Oracle Enterprise Managerの「パフォーマンス・モニター」ページから監視できます。

この項には次のトピックが含まれます:

	
第4.2.1項「Captureパフォーマンス・メトリックの理解」


	
第4.2.2項「パフォーマンス・メトリックの表示」






4.2.1 Captureパフォーマンス・メトリックの理解

Captureシステムの主要なメトリックは、Oracle Enterprise Managerから表示できます。

[image: performance_summary.gifの説明が続きます]



次の表は、Captureのパフォーマンス・メトリックとその説明を示しています。



4.2.1.1 主要なパフォーマンス・メトリック

次の表に、Captureの主要なメトリックを示します。これらのメトリックを使用すると、システムの全体的なパフォーマンスをすばやく評価できます。これらのメトリックは、デフォルトでCaptureホームページに表示されます。


	メトリック名	説明
	
認識バッチの合計

	
認識プロセッサによって処理されたバッチの合計数。このメトリックは、システムのすべての構成済ジョブを対象とした合計です。


	
コミットされたバッチの合計

	
コミット・プロセッサによってコミットされたバッチの合計数。


	
インポートされたバッチの合計

	
インポート・プロセッサによって作成されたバッチの合計数。


	
クライアント・バッチの合計

	
Captureクライアントによって作成されたバッチの合計数。


	
アップロードされたアイテムの合計

	
Captureクライアント・ワークステーションによってアップロードされたアイテムの合計数。


	
変換されたドキュメントの合計

	
ドキュメント変換プロセッサによって処理されたドキュメントの合計数。








次の表に、最後の1分間に関する主要なメトリックを示します。


	メトリック名	説明
	
最後の1分間に作成された認識バッチの数

	
最後の1分間に認識プロセッサによって処理されたバッチの合計数。


	
最後の1分間にコミットされたバッチの数

	
最後の1分間にコミット・プロセッサによってコミットされたバッチの合計数。


	
最後の1分間にインポートされたバッチの数

	
最後の1分間にインポート・プロセッサによって作成されたバッチの合計数。


	
最後の1分間に作成されたクライアント・バッチの数

	
最後の1分間にCaptureクライアントによって作成されたバッチの合計数。


	
最後の1分間にアップロードされたアイテムの数

	
最後の1分間にCaptureクライアント・ワークステーションによってアップロードされたアイテムの合計数。


	
最後の1分間に変換されたドキュメントの数

	
最後の1分間にドキュメント変換プロセッサによって処理されたドキュメントの合計数。












4.2.1.2 ワークスペースのメトリック

次の表に、Captureワークスペースのメトリックを示します。これらのメトリックは、Captureシステム内で定義されたワークスペース上の操作に関連する情報を表示します。これらのメトリックはグラフとして表示されます。


	メトリック名	説明
	
ワークスペースのロードに必要な平均時間

	
Captureワークスペース・コンソールにワークスペースのリストをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
メタデータ・フィールドのロードに必要な平均時間

	
ワークスペース名が選択されたとき、Captureワークスペース・コンソールにメタデータ・フィールドのリストをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ドキュメント・タイプのロードに必要な平均時間

	
ワークスペース名が選択されたとき、Captureワークスペース・コンソールにドキュメント・タイプのリストをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。












4.2.1.3 バッチのメトリック

次の表に、バッチのメトリックを示します。これらのメトリックは、バッチ操作に関連する情報をグラフとして表示します。


	メトリック名	説明
	
バッチをロードする平均時間

	
ユーザーまたはクライアント・ワークステーションがバッチのリストをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ロックされたバッチを問い合せる平均時間

	
ユーザーまたはクライアント・ワークステーションがロックされたバッチのリストをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチを検索する平均時間

	
Captureクライアントがバッチに対する検索操作を実行するのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチを作成する平均時間

	
様々なユーザーが様々な時期に行ったバッチの作成にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチを更新する平均時間

	
バッチへの変更をサーバーにコミットするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチを削除する平均時間

	
様々なユーザーが様々な時期に行ったバッチの削除にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチをロックする平均時間

	
バッチのロックにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
失敗したバッチ・ロック試行回数

	
バッチのロックに失敗した回数。


	
バッチをロック解除する平均時間

	
システム管理者によるロックされたバッチのロック解除にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチのドキュメントをロードする平均時間

	
バッチのドキュメントのロードが必要になったとき、そのロードにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチのアイテムをロードする平均時間

	
バッチのアイテムのロードが必要になったとき、そのロードにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチ・アイテムを作成する平均時間

	
スキャンまたはインポート操作中に行われたバッチ・アイテムまたはイメージの作成にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチ・アイテムを削除する平均時間

	
バッチからのアイテムまたはイメージの削除にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
バッチ・アイテムをドキュメントにリンクする平均時間

	
スキャン中やバッチへのドキュメントの追加または削除中、バッチ・アイテムまたはイメージが、スキャン・プロファイルに応じてドキュメントにリンクまたは追加されます。このメトリックは、そのようなリンクまたは追加操作の実行にかかった時間の平均値、最大値および最小値を示します。


	
ドキュメント・レコードを作成する平均時間

	
ドキュメントの作成にかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ドキュメント・レコードを更新する平均時間

	
ドキュメントへの変更をサーバーにコミットするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ドキュメント・アイテムをロードする平均時間

	
ユーザーがバッチ内のドキュメントを確認または索引付けすることを選択したとき、そのドキュメントのページをロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ドキュメントを削除する平均時間

	
確認または索引セクション内のドキュメントまたはアイテムを削除するのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
アイテムをドキュメントから削除する平均時間

	
ドキュメント内のアイテムまたはページをリンク解除または削除するのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。












4.2.1.4 データベース参照のメトリック

次の表に、データベース参照のメトリックを示します。このメトリックは、データベース参照に関連する情報をグラフとして表示します。


	メトリック名	説明
	
データベース参照を実行する平均時間

	
データベース内の各データベース参照プロファイルを検索するのにかかった時間の集計値(最大値および最小値を含む)。












4.2.1.5 選択リストのメトリック

次の表に、選択リストのメトリックを示します。このメトリックは、選択リストの操作に関連する情報をグラフとして表示します。


	メトリック名	説明
	
ピックリストのアイテムをロードする平均時間

	
クライアントがドキュメントを索引付けしようとしたとき、特定の選択リストのアイテムをロードするのにかかった時間の平均値。












4.2.1.6 ファイル交換のメトリック

次の表に、ファイル交換のメトリックを示します。これらのメトリックは、クライアントとサーバー間のファイル交換に関連する情報を提供します。これらのメトリックはメトリック表として表示され、1行が各ハンドラに対応しています。


	メトリック名	説明
	
アイテムをアップロードする平均時間

	
各ハンドラでアイテムをクライアントからサーバーにアップロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
アップロード失敗例外発生中

	
各ハンドラでアップロード操作に失敗した回数。


	
アイテムをダウンロードする平均時間

	
各ハンドラでアイテムをサーバーからクライアント側にダウンロードするのにかかった時間の平均値、最大値および最小値。


	
ダウンロード失敗例外発生中

	
失敗したダウンロード操作の合計数。












4.2.1.7 コミット・プロセッサのメトリック

次の表に、コミット・プロセッサのメトリックを示します。これらのメトリックは、バッチのコミット操作に関連する情報を提供します。これらのメトリックはメトリック表として表示され、1行が各コミット・プロファイルに対応しています。


	メトリック名	説明
	
コミットされたバッチの合計

	
コミット・プロファイルによってコミットされたバッチの合計数。


	
例外の合計

	
コミット・プロファイルによるドキュメントのコミット中に発生した例外の合計数。


	
取消の合計

	
取り消されたドキュメント・コミットの合計数。


	
平均コミット時間

	
コミット・プロファイルによるバッチのコミットにかかった平均時間。












4.2.1.8 認識プロセッサのメトリック

次の表に、認識プロセッサのメトリックを示します。これらのメトリックは、バーコード認識操作に関連する情報を提供します。これらのメトリックはメトリック表として表示され、1行が各認識ジョブに対応しています。


	メトリック名	説明
	
完了したバーコード・フェーズ処理の合計

	
認識ジョブによって処理されたバッチの合計数。


	
合計バッチ処理平均時間

	
バッチの処理にかかった平均時間。


	
完了したバッチ処理の合計

	
処理されたバッチの合計数。


	
システム・エラーの合計

	
認識ジョブによるドキュメントのコミット中に発生したシステム・エラーの合計数。


	
バーコード・フェーズの合計処理時間

	
イメージ上のバーコードの認識にかかった合計時間。


	
バーコード・フェーズの合計処理時間平均

	
イメージ上のバーコードの認識にかかった平均時間。


	
バッチの合計処理時間

	
バッチの処理にかかった合計時間。












4.2.1.9 インポート・プロセッサのメトリック

このセクションでは、インポート・プロセッサに固有のメトリックを示します。

次の表に、インポート・プロセッサ・レベルのメトリックを示します。これらのメトリックは、処理されたすべてのジョブの合計として取得されます。これらのメトリックは、インポート・プロセッサの全体的なパフォーマンスを測定するために使用されます。


	メトリック名	説明
	
インポートされたバッチの合計

	
作成されたバッチの合計数。


	
インポートされたドキュメントの合計

	
インポートされたドキュメントの合計数。


	
インポートされたページの合計

	
ジョブによってインポートされたページの合計数。








次の表に、インポート・プロセッサの電子メール・ソースのメトリックを示します。これらのメトリックは、電子メール・インポート・ソースのソース・レベルで取得されます。


	メトリック名	説明
	
アカウント接続平均時間

	
インポート・ジョブ内で指定された電子メール・サーバーへの接続にかかった平均時間。


	
アカウント接続完了

	
電子メール・サーバーへの接続を完了するのにかかった合計時間。


	
アカウント接続時間

	
電子メール・サーバーへの接続にかかった合計時間。


	
アカウント処理平均時間

	
受信ボックスからのメッセージの取得にかかった平均時間。


	
アカウント処理完了

	
受信ボックスからのメッセージの取得を完了するのにかかった時間。


	
アカウント処理時間

	
受信ボックスからのメッセージの取得にかかった時間。








次の表に、インポート・プロセッサのフォルダ・ソースのメトリックを示します。これらのメトリックは、フォルダを処理するときのインポート・ジョブの全体的なパフォーマンスを測定するために使用されます。これらのメトリックはグラフとして表示されます。


	メトリック名	説明
	
ファイル処理平均時間

	
フォルダ内のファイルの処理にかかった平均時間。


	
ファイル処理完了

	
処理されたファイルの合計数。


	
ファイル処理時間

	
ファイルの処理にかかった合計時間。


	
フォルダ処理平均時間

	
フォルダの処理にかかった平均時間。


	
フォルダ処理時間

	
フォルダの処理にかかった合計時間。


	
フォルダ処理完了

	
処理されたフォルダの合計数。


	
インポートされたファイルの合計

	
インポート・ジョブによってインポートされたファイルの合計数。


	
インポートされたフォルダの合計

	
インポート・ジョブによってインポートされたフォルダの合計数。








次の表に、インポート・プロセッサのリスト・ファイル・ソースのメトリックを示します。これらのメトリックは、リスト・ファイルを処理するときのインポート・ジョブの全体的なパフォーマンスを測定するために使用されます。これらのメトリックはグラフとして表示されます。


	メトリック名	説明
	
ファイル処理平均時間

	
フォルダ内のファイルの処理にかかった平均時間。


	
ファイル処理完了

	
インポート・ジョブによって処理されたファイルの合計数。


	
ファイル処理時間

	
リスト・ファイル内で指定されたファイルの処理にかかった合計時間。


	
フォルダ処理平均時間

	
フォルダの処理にかかった平均時間。


	
フォルダ処理完了

	
インポート・ジョブによって処理されたフォルダの合計数。


	
フォルダ処理時間

	
フォルダの処理にかかった合計時間。


	
リスト・ファイル処理平均時間

	
リスト・ファイル・インポート・ジョブの処理にかかった平均時間。


	
リスト・ファイル処理完了

	
リスト・ファイル・インポート・ジョブを完了するのにかかった時間。


	
リスト・ファイル処理時間

	
リスト・ファイルの処理にかかった時間。


	
インポートされたフォルダの合計

	
インポート・ジョブによってインポートされたフォルダの合計数。












4.2.1.10 ドキュメント変換プロセッサのメトリック

このセクションでは、ドキュメント変換プロセッサに固有のメトリックを示します。

次の表に、ドキュメント変換プロセッサのメトリックを示します。これらのメトリックはグラフとして表示されます。


	メトリック名	説明
	
ドキュメント変換完了

	
ドキュメント処理ジョブによって処理されたドキュメントの合計数。


	
ドキュメント変換時間

	
ドキュメントの処理にかかった時間。


	
ドキュメント変換時間平均

	
ドキュメントの処理にかかった平均時間。


	
変換されたバッチの合計

	
ジョブによって処理されたバッチの合計数。


	
ドキュメント変換例外の合計

	
ドキュメントの処理中に発生した例外の数。














4.2.2 パフォーマンス・メトリックの表示

Captureシステム・インストールのパフォーマンス・メトリックを表示する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
パフォーマンス・メトリックを表示するには、「Capture」メニューから「監視」→「パフォーマンス・サマリー」を選択します。「パフォーマンス・サマリー」ページが表示されます。デフォルトでは、「パフォーマンス・サマリー」ページには、最近の15分間のパフォーマンス・メトリックが表示されます。


	
必要に応じて、ページの右上にある「スライダ」をクリックしてタイム・スライダを表示します。

[image: slider.gifの説明が続きます]



タイム・スライダを使用すると、メトリックの表示対象となる期間を選択できます。


	
必要に応じて、ページの右上の「スライダ」の横にある「時間の入力」アイコンをクリックします。

[image: enter_time.gifの説明が続きます]



「時間の入力」ダイアログ・ボックスが表示されます。

[image: specify_time.gifの説明が続きます]



	
メトリックの表示対象となる期間の開始時間と終了時間を入力し、「OK」をクリックします。


	
右側のペインにある「メトリック・パレットの表示」をクリックします。「メトリック・パレット」が表示されます。

[image: metric_palette.gifの説明が続きます]



	
「メトリック・パレット」で、「パフォーマンス・サマリー」ページに表示するメトリックを選択します。メトリックを表形式で表示するには、「表ビュー」を選択します。




使用可能なCaptureメトリックの詳細は、第4.2.1項を参照してください。








4.3 Oracle WebCenter Captureのステータスの表示

Oracle WebCenter Captureのステータスは、Oracle Enterprise ManagerまたはOracle WebLogic Serverを使用して表示できます。Oracle Enterprise ManagerのCaptureホームページに、Captureシステムのステータスが表示されます。

Captureシステム・インストールのステータスを表示する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
デフォルトでは、Captureホームページが表示されます。


	
ホームページの「一般情報」セクションに、Captureシステムのステータスが表示されます。




右側のペインにある「Capture」メニュー・オプションの「ホーム」をクリックすることによって、他のどのページからでもホームページに移動できます。




	
注意:

Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用したCaptureシステムのステータスの表示の詳細は、Oracle WebLogic Serverのドキュメントを参照してください。














4.4 Oracle WebCenter Captureの監査

Oracle WebCenter Captureは、特定のアクティビティを監査し、その情報を監査表に保存します。

サード・パーティのレポート作成アプリケーションで監査情報を使用することによって、レポートを作成できます。たとえば、すべてのユーザーによってスキャンされたページの合計数を日単位で示すカスタム・レポートを作成できます。これにより、スキャンを実行したユーザーの出力を比較できるようになります。



4.4.1 ecAudit表

ecAudit表には、処理中に実行されたアクションに関する情報が格納されます。表4-1に、ecAudit表の列を示します。


表4-1 ecAudit表

	列名	データ型	フィールド長	説明
	
ecDateTime

	
整数

	
4

	
アクティビティが発生した日付と時間。この日付と時間は、アプリケーションが実行されているサーバーのロケールに関連しています。


	
ecUserID

	
テキスト

	
255

	
アクティビティを実行したユーザーのユーザーID。


	
ecProcessorID

	
テキスト

	
40

	
アクティビティをログに記録するプロセッサの名前。


	
ecActionID

	
数値

	
4

	
ログに記録されるアクティビティのアクティビティID。この数値は、アクティビティをログに記録するプロセッサにのみ関連しています。


	
ecActionDesc

	
テキスト

	
255

	
アクティビティの説明。


	
ecWorkspace

	
テキスト

	
128

	
監査が作成されるワークスペース。


	
ecBatch

	
テキスト

	
128

	
アクティビティの影響を受けるバッチ。


	
ecBatchID

	
テキスト

	
255

	
バッチに割り当てられている内部ID。


	
ecActionDataInt

	
長整数

	
4

	
アクティビティから整数の結果が生成された場合、その結果はここに保存されます。


	
ecActionDataFloat

	
浮動小数点

	
126

	
アクティビティから浮動小数点値の結果が生成された場合、その結果はここに保存されます。


	
ecActionDataText1

	
テキスト

	
255

	
アクティビティからテキストの結果が生成された場合、その結果はここに保存されます。


	
ecActionDataText2

	
テキスト

	
255

	
アクティビティに関するその他の情報。


	
ecActionDataText3

	
テキスト

	
255

	
アクティビティに関するその他の情報。


	
ecActionDataText4

	
テキスト

	
255

	
アクティビティに関するその他の情報。


	
ecActionDataText5

	
テキスト

	
255

	
アクティビティに関するその他の情報。


	
ecErrorNum

	
整数

	
4

	
アクティビティの失敗に関連付けられたエラー番号。


	
ecErrorDesc

	
テキスト

	
255

	
エラーの説明。












4.4.2 認識プロセッサのアクティビティID

このセクションでは、認識プロセッサによって監査およびレポートされるアクティビティについて説明します。

表4-1の日付、ユーザーID、ファイル・キャビネットおよびバッチは、アクティビティごとに自動的に設定されます。通常、ecActionDataText1フィールドには各アクティビティのバッチ・ジョブ名が含まれます。次の表に、認識プロセッサの監査アクティビティに関する残りのデータ要素を示します。


	アクティビティID	説明	ecActionDataInt	ecActionDataText1	ecActionDataFloat
	
3001

	
バッチ処理の開始

	
処理前のバッチ内のドキュメント数

	
現在のバッチ・ジョブID

	
処理前のバッチ内のバッチ・アイテム数


	
3002

	
バッチ処理の終了

	
処理後のバッチ内のドキュメント数

	
現在のバッチ・ジョブID

	
処理後のバッチ内のバッチ・アイテム数












4.4.3 ドキュメント変換プロセッサのアクティビティID

このセクションでは、ドキュメント変換プロセッサによって監査およびレポートされるアクティビティについて説明します。

表4-1の日付、時間、ユーザーID、プロセスID、ワークスペース、バッチIDおよびバッチは、アクティビティごとに自動的に設定されます。ecActionDataText1フィールドには、常に各アクティビティのプロファイル名が含まれます。次の表に、ドキュメント変換プロセッサの監査アクティビティに関する残りのデータ要素を示します。


	アクティビティID	説明	ecActionDataInt	ecActionDataText1	ecActionDataFloat
	
4001

	
バッチ処理の開始

	
処理前のバッチ内のドキュメント数

	
現在のバッチ・ジョブID

	
処理前のバッチ内のバッチ・アイテム数


	
4002

	
バッチ処理の終了

	
処理後のバッチ内のドキュメント数

	
現在のバッチ・ジョブID

	
処理後のバッチ内のバッチ・アイテム数












4.4.4 コミット・プロセッサのアクティビティID

このセクションでは、コミット・プロセッサによって監査およびレポートされるアクティビティについて説明します。

表4-1の日付、時間、ユーザーID、プロセスID、ワークスペース、バッチIDおよびバッチは、アクティビティごとに自動的に設定されます。次の表に、コミット・プロセッサの監査アクティビティに関する残りのデータ要素を示します。


	アクティビティID	説明	ecActionDataInt	ecActionDataText1	ecActionDataText2	ecActionDataText3	ecActionDataText4
	
2001

	
バッチ処理の開始

	
なし

	
コミット・プロファイルID

	
コミット・プロファイル名

	
なし

	
なし


	
2002

	
バッチ処理の終了

	
コミットされたドキュメントの数

	
コミット・プロファイルID

	
コミット・プロファイル名

	
なし

	
なし


	
2003

	
ドキュメントがコミットされたことを示します。

	
ドキュメント内のページ数

	
ドキュメントID

	
ドキュメント・プロファイル名

	
コミット・プロファイルID

	
コミット・プロファイル名












4.4.5 アクティビティID

次の表に、Captureサーバー・コンポーネントによって監査されるアクションを示します。


	アクションID	説明	ecActionDataInt	ecActionDataText1	ecActionDataText2
	
1001

	
バッチの作成

	
なし

	
なし

	
なし


	
1003

	
バッチの更新

	
なし

	
なし

	
なし


	
1004

	
バッチの削除

	
なし

	
なし

	
なし


	
1005

	
バッチのリリース

	
なし

	
バッチを処理するバッチ・プロセッサのID。

	
バッチを処理するコミット・プロセッサ・ジョブのID。


	
1006

	
バッチのロック解除

	
なし

	
なし

	
なし


	
1007

	
バッチ・アイテムの作成

	
なし

	
なし

	
なし


	
1009

	
バッチ・アイテムの更新

	
なし

	
なし

	
なし


	
1010

	
バッチ・アイテムの削除

	
なし

	
なし

	
なし


	
1011

	
ドキュメントの作成

	
なし

	
なし

	
なし


	
1013

	
ドキュメントの更新

	
なし

	
なし

	
なし


	
1014

	
ドキュメントの削除

	
なし

	
なし

	
なし


	
1015

	
ドキュメントへのバッチ・アイテムのリンク

	
なし

	
なし

	
なし


	
1016

	
ドキュメントからのバッチ・アイテムのリンク解除

	
なし

	
なし

	
なし


	
2001

	
バッチ処理の開始

	
なし

	
コミット・プロファイルID

	
コミット・プロファイル名


	
2002

	
バッチ処理の終了

	
コミット・プロファイルを使用してコミットされたドキュメントの合計数。

	
コミット・プロファイルID

	
コミット・プロファイル名














4.5 システム・メッセージの表示

このセクションでは、Captureによって生成されるシステム・メッセージについて説明します。Captureのシステム・メッセージ、その原因および処置に関する情報は、Captureのシステム・エラーをトラブルシューティングおよび解決する際に役立ちます。

次の表に、Captureのエラー・メッセージ、その原因および関連付けられた処置の詳細を示します。


	メッセージID	説明	原因	処置
	
10000

	
Captureを初期化しています

	
Captureアプリケーションを起動しています。

	
処置は必要ありません。


	
10001

	
バッチ・アイテムの作成中にエラーが発生しました

	
ユーザーがバッチにアイテムを追加しようとしました。

	
バッチ・パスが存在し、データベースへのアクセスに問題がないことを確認します。


	
10002

	
ドキュメントのコミット中にエラーが発生しました

	
ドキュメント・レコードのコミットされている列の更新中に問題が発生しました。

	
データベースがアクセス可能であり、ユーザーがデータベース表に対する適切な権限を持っていることを確認します。


	
10003

	
ワークスペースの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10004

	
ワークスペースの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10005

	
ワークスペースの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10006

	
ワークスペースのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10007

	
メタデータ定義の作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10008

	
メタデータ定義のロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10009

	
メタデータ定義の更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10010

	
メタデータ定義の削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10011

	
キャプチャ・オブジェクトの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10012

	
キャプチャ・オブジェクトの子の検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10013

	
キャプチャ・オブジェクトのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10014

	
バッチの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10015

	
バッチの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10016

	
バッチ・ロックはすでに有効ではありません

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10017

	
バッチの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10018

	
IDによるバッチの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10019

	
IDによるバッチ・アイテムの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10020

	
バッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10021

	
ユーザーとワークステーションによるバッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10022

	
ユーザーによるバッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10023

	
ユーザーによるロックされたバッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10024

	
ワークステーションによるロックされたバッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10025

	
ユーザーとワークステーションによるロックされたバッチのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10026

	
バッチ・アイテムのロード中にエラーが発生しました。

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10027

	
バッチ・アイテムの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10028

	
バッチはすでにワークステーション<workstationid>で<userid>によりロックされています

	
バッチが別のユーザーによってロックされています。

	
別のユーザーがバッチをロックできるようにするには、そのバッチのロックを解除する必要があります。


	
10029

	
バッチのロック中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10030

	
指定されたバッチは維持されていないか、別のユーザーによって削除されました。

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10031

	
バッチのロック解除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10032

	
バッチ名の作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10033

	
ドキュメントの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10034

	
データベース戻りフィールドの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10035

	
データベース検索フィールドの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10036

	
データベース検索プロファイルの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10037

	
ドキュメントのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10038

	
ドキュメントの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10039

	
ドキュメントのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10040

	
ドキュメントへのアイテムのリンク中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10041

	
ドキュメントからのアイテムのリンク解除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10042

	
データソースの検索中にエラーが発生しました

	
データ・ソースが見つかりませんでした。

	
データベース接続が適切に構成されていること、およびデータベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10043

	
バッチIDの生成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10044

	
ログ・レコードの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10045

	
キャプチャ・オブジェクトの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10046

	
データベース検索プロファイルの保存中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10047

	
オブジェクトの子エンティティの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10048

	
キャプチャ・オブジェクト・エンティティの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10049

	
検索プロファイルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10050

	
検索プロファイルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10051

	
検索プロファイルの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10052

	
検索フィールドのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10053

	
戻りフィールドのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10054

	
戻りフィールドの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10055

	
検索フィールドの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10056

	
検索フィールドの保存中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10057

	
戻りフィールドの保存中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10058

	
データベース・スキーマのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

データベース権限に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。

ユーザーが必要なデータベース・オブジェクトに対する適切な権限を持っていることを確認します。


	
10059

	
データベース表フィールドのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

データベース権限に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。

ユーザーが必要なデータベース・オブジェクトに対する適切な権限を持っていることを確認します。


	
10060

	
データベース表のロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

データベース権限に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。

ユーザーが必要なデータベース・オブジェクトに対する適切な権限を持っていることを確認します。


	
10061

	
データベース参照の実行中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10062

	
ドキュメントの保存中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10063

	
ロックのテスト中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10064

	
拡張プロファイルの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10065

	
拡張プロファイルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10066

	
拡張プロファイルの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10067

	
拡張プロファイルの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10068

	
拡張プロファイルの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10069

	
バッチ番号の取得中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10070

	
セッション情報のリクエスト中にエラーが発生しました

	
アプリケーション構成エラーです。

	
アプリケーション構成が無効または不完全です。アプリケーションが適切に構成されていることを確認します。


	
10071

	
ドキュメント・ページの移動中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10072

	
ドキュメントの分割中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10073

	
ドキュメント・ページの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10074

	
ドキュメントの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10075

	
ドキュメントの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10076

	
ドキュメントへの挿入中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10077

	
データベースの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10078

	
バンドル・エンティティの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10079

	
インストールされたバンドルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10080

	
名前とバージョンによるインストールされたバンドルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10081

	
バンドルの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10082

	
バンドルの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10083

	
バンドル参照中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10084

	
インタフェース名によるバンドルの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10085

	
バンドルのスキャン中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10086

	
スクリプトの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10087

	
製品用スクリプトのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10088

	
スクリプトの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10089

	
スクリプトの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10090

	
スクリプトのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10091

	
選択リスト・ソースのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10092

	
選択リスト・リンク・プロファイルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10093

	
選択リスト・ソースの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10094

	
選択リスト・ソースの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10095

	
選択リスト・ソースの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10096

	
選択リスト・ドライバのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10097

	
選択リスト・ソースの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10098

	
選択リストのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10099

	
選択リストの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10100

	
選択リストの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10101

	
選択リストの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10102

	
選択リスト・アイテムの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10103

	
選択リスト・アイテムのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10104

	
選択リスト・アイテムの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10105

	
選択リスト・アイテムの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10106

	
依存選択リストの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10107

	
依存選択リストのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10108

	
依存選択リストの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10109

	
依存選択リストの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10110

	
プロファイル・リンクの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10111

	
リストへのアイテムのリンク中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10112

	
リストからアイテムのリンク解除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10113

	
アイテム・リンクの検索中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10114

	
コミット・プロファイルの作成中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10115

	
コミット・プロファイルのロード中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10116

	
コミット・プロファイルの更新中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10117

	
コミット・プロファイルの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10118

	
ワークスペースのバッチ・ステータスの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10119

	
ワークスペースのメタデータ定義の削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10120

	
ワークスペースからバッチ・ステータスの削除中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10121

	
JMSエラーが発生しました

	
ディスク領域の最大容量に達している可能性があります。

ネットワーク接続に問題があります。

	
ディスク領域の空き容量を確認し、必要に応じて空き容量を増やします。

JMSサーバーがアクセス可能であることを確認します。


	
10122

	
リリース・エージェントの作成中にエラーが発生しました

	
必要なバッチ・リリース・エージェントを作成できませんでした。

	
システム管理者に連絡してください。


	
10123

	
ドキュメント・タイプのロードに失敗しました

	
データベース接続に失敗しました。

	
システム管理者に連絡してください。


	
10124

	
コミット・ドライバの構成は無効です

	
コミット・ドライバの構成に含まれる情報が存在しないか無効です。

	
「管理」で構成設定を確認します。


	
10126

	
不明なコミット・エラーです

	
ドキュメントの処理中に予期しない例外が発生しました。これは通常、コミット・ドライバまたはエクスポート・ドライバの未処理の例外が原因で発生します。

	
「管理」で構成設定を確認します。


	
10127

	
インポート・プロセッサ・コンテキストには有効なDocumentEntity参照を含む必要があります

	
インポート・ジョブが適切に構成されていない可能性があります。

	
「管理」で構成設定を確認します。


	
10128

	
インポート・コンテキスト内のインポート・ソース・ファイルがnullです

	
インポートするデータが見つかりませんでした。

	
インポート・プロセッサにソース・ファイルへの権限が付与されていることを確認します。


	
10129

	
インポート・プロセッサ・コンテキスト内にHAトークンは見つかりませんでした

	
インポート・プロセッサ・コンテキストのHAトークンが見つかりませんでした。

	
データベース・サーバーが実行中であることを確認します。


	
10130

	
指定されたワークスペースは見つかりませんでした

	
インポート・プロセッサ・コンテキストのHAトークンが見つかりませんでした。

	
データベース・サーバーが実行中であることを確認します。


	
10131

	
バッチ[{0}]がユーザー[{1}]により正常にロックされました。バッチIDは[{2}]です

	
	

	
10132

	
電子メールの配信に失敗しました

	
電子メールを送信できません。

(メッセージを参照)

	
Enterprise Managerを使用して、電子メール・サーバーの設定が正しいことを確認します。

電子メール・サーバーに接続できることを確認します。


	
10133

	
ワークスペースのコピー中にエラーが発生しました

	
データベース接続に問題があります。

	
データベースがアクセス可能であることを確認します。


	
10134

	
コミット・プロファイル[{0}]にコミット・ドライバが指定されていません

	
コミット・プロファイルの構成に問題があります。

	
指定したコミット・プロファイルにコミット・ドライバが指定されていることを確認します。


	
10135

	
コミット・プロファイル[{0}]にエクスポート・ドライバが指定されていません

	
コミット・プロファイルの構成に問題があります。

	
指定したコミット・プロファイルにエクスポート・ドライバが指定されていることを確認します。


	
10136

	
コミット・プロファイル[{0}]にシステムに見つからなかったコミット・ドライバが指定されています。

	
コミット・プロファイルに指定されたコミット・ドライバが見つかりませんでした。

	
指定したコミット・ドライバが適切にインストールされていることを確認するか、コミット・プロファイルを編集し、異なるコミット・ドライバを選択します。


	
10137

	
コミット・プロファイル[{0}]にシステムに見つからなかったエクスポート・ドライバが指定されています

	
コミット・プロファイルに指定されたエクスポート・ドライバが見つかりませんでした。

	
指定したエクスポート・ドライバが適切にインストールされていることを確認するか、コミット・プロファイルを編集し、異なるエクスポート・ドライバを選択します。


	
10138

	
エクスポート・ディレクトリを作成できません。

	
コミット・プロファイルに指定されたエクスポート・ドライバが見つかりませんでした。

	
指定したエクスポート・ドライバが適切にインストールされていることを確認するか、コミット・プロファイルを編集し、異なるエクスポート・ドライバを選択します。


	
10139

	
次の必須フィールドに値がありません: [{0}]

	
ドキュメントに1つ以上の必須フィールドが存在しません。

	
すべての必須フィールドが索引付けされていることを確認します。


	
10140

	
バッチがルーティングされた処理ジョブは見つかりませんでした

	
バッチがルーティングされたジョブが見つかりませんでした。そのジョブが削除されている可能性があります。

	
指定したジョブが存在することを確認します。


	
10141

	
バッチがルーティングされた処理ジョブは現在オフラインです

	
バッチがルーティングされたジョブがオフライン状態です。

	
必要な権限を持つユーザーが、そのジョブをオンライン状態にする必要があります。


	
10142

	
指定された名前のワークスペースはすでに存在します。

	
ユーザーがすでに存在する名前を使用してワークスペースを作成しようとしました。

	
ユーザーは一意の名前を使用して再試行する必要があります。















5 Captureログ・ファイルの構成と表示


この章では、Oracle WebCenter Captureのログ・ファイルを構成および表示する方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
第5.1項「Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの管理の概要」


	
第5.2項「Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの表示」


	
第5.3項「Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの設定の構成」


	
第5.4項「Oracle WebCenter Captureロガーの理解」






5.1 Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの管理の概要

デフォルトでは、Oracle WebCenter Captureのエラー、警告および重要なアプリケーション・ライフサイクル・イベントは、アプリケーション・サーバー上のログに記録されます。システム管理者は、段階的にログ・レベルを上げて、構成メッセージ、デバッグ・メッセージおよびトレース・メッセージのロギングを有効にできます。Oracle Enterprise Managerを使用すると、Oracle WebCenter Captureシステムのログ・メッセージを表示および構成できます。ログ・ファイルの管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のログ・ファイルおよび診断データの管理に関する項を参照してください。

Oracle WebCenter Captureクライアントのエラーは、そのクライアントによって、クライアントのプリファレンスで設定されたロギング・レベルを使用してログに記録されます。クライアント・ログ・ファイルは、クライアント・ユーザーのホーム・ディレクトリ内にある.oracle_capture/Logディレクトリにローカルで格納されます。クライアント・ログ・ファイルを表示するには、まずロギング・レベルを上げるよう、クライアント・ユーザーに指示することが必要な場合があります。その後、クライアント・ユーザーは指定された場所からログ・ファイルを取得し、それらを手動で管理者に送信できます。






5.2 Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの表示

Oracle WebCenter Captureのログ・ファイルは、Oracle Enterprise ManagerまたはWLSTコマンドを使用して表示できます。

Oracle Enterprise Managerを使用してログ・ファイルを表示する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
Captureのログ・ファイルを表示するには、「Capture」メニューから「ログ」→「ログ・メッセージの表示」を選択します。「ログ・メッセージ」ページが表示されます。

[image: log-messages.gifの説明が続きます]



	
このページでは、特定の日付範囲やタイプに該当するメッセージ、または特定のキーワードを含むメッセージを検索できます。また、リストからメッセージを選択し、その詳細を表示することもできます。







	
注意:

WLSTコマンドを使用してログ・メッセージを表示するには、『Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』を参照してください。














5.3 Oracle WebCenter Captureログ・ファイルの設定の構成

Oracle WebCenter Captureのログ・ファイルは、Oracle Enterprise ManagerまたはWLSTを使用して構成できます。

構成できるのは、ログ・ファイルの名前と場所、ログ・ファイルのサイズ、ログ・ファイルに記録する情報のレベル、形式およびロケール・エンコーディングです(『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のログ・ファイルの設定の構成に関する項を参照)。




	
注意:

WLSTコマンドを使用してログ設定を構成するには、『Oracle Fusion Middleware WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』を参照してください。














5.4 Oracle WebCenter Captureロガーの理解

Oracle Enterprise Managerを使用してCapture固有のロガーを表示する手順は次のとおりです。

	
第2.2項に記載されている手順を使用して、Oracle Enterprise Managerにログインします。


	
右側のペインにある「Capture」をクリックして、「Capture」メニューのオプションを表示します。


	
Capture固有のロガーを表示するには、「Capture」メニューから「ログ」→「ログ構成」を選択します。「ログ構成」ページが表示されます。


	
「ログ・レベル」タブで、「ランタイム・ロガー」を選択して表示します。


	
ロガー名の列で「oracle.odc」ロガーを開いて、Capture固有のロガーを表示します。




表5-1に、Oracle WebCenter Captureのロガーと、それぞれの説明を示します。


表5-1 Oracle WebCenter Captureのロガー

	ロガー名	説明
	
oracle.odc.batchmanager.BatchManagerSessionBean

	
バッチ管理に関連するログ操作に使用します。


	
oracle.odc.batchprocessor.BatchProcessorBean

	
プロセッサ間で受け渡されるバッチのフローをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.bundlemanager.BundleManagerSessionBean

	
BundleManagerSessionBeanがバンドル管理に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.captureobjectmanager.CaptureObjectManagerSessionBean

	
CaptureObjectManagerSessionBeanがキャプチャ・オブジェクトの管理に関連するメッセージをログに記録するために使用します。キャプチャ・オブジェクトには、バッチ・アイテムのデータ、キャプチャ・プロファイル、プロセッサ・ジョブ、スクリプトおよびクライアント・バンドルが含まれます。


	
oracle.odc.commitprocessor.CommitProcessor

	
コミット・プロセッサがバッチのコミットに関連する情報とエラーをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.dbsearchmanager.DBSearchManagerSessionBean

	
DBSearchManagerSessionBeanがデータベース検索の管理と実行に関連するメッセージをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.documentconverterprocessor.DocumentConverterProcessor

	
ドキュメント変換プロセッサがドキュメントの処理に関連する情報とエラーをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.emaildelivery.EmailDeliveryBean

	
EmailDeliveryBeanが電子メール・メッセージの配信に関連するメッセージをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.importmanager.ImportManagerSessionBean

	
ImportManagerSessionBeanがインポート・プロセッサ・ジョブの管理に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.importprocessor.ImportJobSchedulerSessionBean

	
ImportJobScheduleSessionBeanがインポート・ジョブの処理に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.mbeans.ODCSystemMBeanImpl

	
ODCSystemMBeanImpl MBeanが管理操作に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.picklistmanager.PickListManagerSessionBean

	
PicklistManagerSessionBeanが選択リストの管理操作に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.recognition.RecognitionManagerSessionBean

	
RecognitionManagerSessionBeanが認識プロセッサ・ジョブの管理に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.recognitionprocessor.RecognitionProcessor

	
認識プロセッサがバーコード認識操作に関連する情報とエラーをログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.scriptmanager.ScriptManagerSessionBean

	
ScriptManagerSessionBeanがスクリプト管理に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.systemmanager.SystemManagerSessionBean

	
SystemManagerSessionBeanがシステム・レベルの操作に関連する情報をログに記録するために使用します。


	
oracle.odc.workspacemanager.WorkspaceManagerSessionBean

	
WorkspaceManagerSessionBeanがワークスペースの管理操作に関連する情報をログに記録するために使用します。
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